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I1 100.0％ （4） 100.0％ （ 6） なし
I2 50.0％ （4） 71.4％ （ 7） なし
C 71.4％ （7） 30.0％ （10） なし
PM1 100.0％ （3） 40.0％ （ 5） なし
PM2 42.9％ （7） 50.0％ （ 4） なし
M1 50.0％ （8） 33.3％ （ 9） なし
M2 85.7％ （7） 66.7％ （ 3） なし
下顎
I1 0.0％ （2） 0％ （ 1） なし
I2 50.0％ （2） 100％ （ 1） なし
C 60.0％ （5） 28.6％ （ 7） なし
PM1 33.3％ （3） 25.0％ （ 4） なし
PM2 50.0％ （2） 20.0％ （ 5） なし
M1 42.9％ （7） 10.0％ （10） なし
M2 100.0％ （3） 28.6％ （ 7） なし
表１徳之島トマチン遺跡永久歯のエナメル質減形成の歯種別左右の出現頻度
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トマチン遺跡 縄文＊ 古墳＊ 江戸＊ 現代＊
％ （N） ％ （N） ％ （N） ％ （N） ％ （N）
上顎
I1 100.0 （6） 44.4 （18） 22.2 （9） 33.3 （33） 24.1 （94）
I2 71.4 （7） 50.0 （16） 16.7 （12） 19.4 （31） 6.7 （95）
C 30.0 （10） 50.0 （16） 10.0 （10） 30.8 （39） 10.0 （99）
PM1 40.0 （5） 12.5 （24） 5.6 （18） 5.6 （36） 0.0 （123）
PM2 42.9 （7） 17.4 （23） 0.0 （15） 0.0 （35） 0.0 （111）
M1 33.3 （9） 24.0 （25） 12.5 （16） 5.9 （51） 6.7 （127）
M2 85.7 （7） 16.7 （18） 6.3 （16） 3.0 （33） 3.4 （101）
下顎
I1 0.0 （2） 33.3 （21） 26.7 （15） 27.6 （29） 7.1 （93）
I2 50.0 （2） 28.6 （21） 30.8 （13） 32.4 （32.4） 14.7 （102）
C 28.6 （7） 48.1 （27） 36.4 （22） 65.1 （43） 39.5 （133）
PM1 25.0 （4） 6.9 （29） 0.0 （17） 25.0 （40） 5.3 （127）
PM2 20.0 （5） 3.7 （27） 0.0 （21） 2.7 （37） 3.0 （121）
M1 10.0 （10） 6.9 （29） 4.5 （22） 11.8 （51） 3.8 （131）





N ％ N ％ N ％
上顎
I1（右） 6 100.0 0 0.0 0 0.0
I2（右） 5 100.0 0 0.0 0 0.0
C（右） 3 100.0 0 0.0 0 0.0
PM1（右） 2 100.0 0 0.0 0 0.0
PM2（左） 4 100.0 0 0.0 0 0.0
M1（右） 3 100.0 0 0.0 0 0.0
M2（左） 6 100.0 0 0.0 0 0.0
下顎
I1（左） 0 0.0 0 0.0 0 0.0
I2（左） 1 100 0 0.0 0 0.0
C（右） 2 100.0 0 0.0 0 0.0
PM1（右） 1 100 0 0.0 0 0.0
PM2（右） 1 100 0 0.0 0 0.0
M1（右） 3 100.0 0 0.0 0 0.0









出現 線状 小窩状 溝状
総数 N ％ N ％ N ％
トマチン遺跡 31 31 100.0 0 0.0 0 0.0
縄文＊ 92 89 96.7 3 3.3 0 0.0
古墳＊ 30 28 93.3 2 6.7 0 0.0
江戸＊ 126 106 84.1 17 13.5 3 2.4
現代＊ 52 38 73.1 12 23.1 2 3.8
＊：山本（1985）
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表４徳之島トマチン遺跡と日本列島各時代人骨永久歯のエナメル質減形成出現頻度の比較

